
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

６月の感染症報告 
・アデノウィルス 
・溶連菌感染症 
・胃腸炎 
・新型コロナウイルス感染症 
・手足口病 
・ヒトメタニューモウイルス感染症 

・突発性発疹 

・ヘルパンギーナ 

夏本番の暑さがやってきました！『早寝、早起き、朝ご

飯』を心がけ、のどが渇いてなくても水分をこまめに摂取

するようにして暑い夏を乗り切りましょう。 

ほけんだより 
令和８年７月 安中ひかりこども園 

＊保健室からのお願い＊ 

歯科検診、健康診断、検尿（４．５才）が終わ
りました。受診が必要な人には用紙を配付してい
ますので速やかに受診して保健室に提出してくだ
さい。 
～服薬時のシャワー・プールについて～ 
薬を内服している場合（気管支拡張剤テープを

含む）シャワー・プールは入れません。風邪など
で自宅で朝夕の内服している場合も園ではシャワ
ー・プールはできません。 

 

＊熱中症を予防するためのお願い＊  
十分な睡眠をとり、朝ごはんを食べましょう。寝不足や空腹は熱中症のリス

クが高まりますので『早寝・早起き・朝ごはん』を心がけましょう。 
朝ごはんは寝ている間に失われた「水分」と「塩分」を効率よく補給する

役割を持っています。午前中の段階で脱水症を起こしやすくなりますので、

必ず朝ごはんを食べてきてください。 

６月は、０歳で手足口病、２歳ヒトメタニューモウイルス

感染症、４・５歳で溶連菌感染症など感染症による休みが多

かったです。どんな感染症かお知らせします。 

 

＊登園届について＊ 

 溶連菌感染症、手足口病、ヒトメタニューモウイルス感染症は 

『B医師の診断を受け、保護者が記入する登園届が必要な感染症』

です。B欄に記入して保健室に提出してください。 

ヒトメタニューモウイルス感染症は登園届にはありませんがB欄

に記入をお願いします。 

 

 

【ヒトメタニューモ感染症とは】 
RSウイルスに似た症状（高熱、
長引く咳、鼻水など）を引き起
こす呼吸器の感染症です。  
重症化して細気管支炎 
や肺炎を起こすこと 
があります。 

【手足口病とは】 
口の中、手のひら、足の裏に水
ぶくれ（水ほう）ができるのが
特徴です。特効薬はなく、発熱
や喉・口内炎を和らげる対処療
法です。一週間程度で自然に回
復します。 

【溶連菌感染症とは】 
38～39℃の高い熱が出て、のどが痛みます。のど
の検査で診断がついたら、抗菌薬を飲んで治療しま
す。治療をしないと全身に発しんがでるほか、舌が
イチゴのように赤くざらざらになるのが特徴です。 

 


